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　今回は，都市地下基盤再構築事業
の課題と非開削技術の優位性の第2
弾，その代表として下水道に焦点を
当て，その再構築事業実施面から課
題を拾ってみる。
　まず，何故，下水道が代表例か。
都市の生活と活動は，上下水道をは
じめ電力，ガス，通信のほか，交通
機関も地下基盤で支えられている。
ただこのうち，下水道以外の機能
は，将来，地下基盤以外の手法で更
新，拡充できる可能性，余地も窺え
る。が，下水道に限っては，地下に
敷設した管路以外での都市内移送は
困難であるし，しかも，道路下にあっ
て下水道管路こそ図体が一番大きく，
かつ一番の深部に鎮座している。正
に，地上から手出しし辛い地下基盤
の筆頭だ。だからこそ，ここに非開
削技術の活躍の場が最も潜んでいる
はずだ。
　下水道は，都市が都市として存続
して行く以上，決して手放せない機
能だ。これは断言できる。
　今や，都市機能はITCが支えると
多言されるが，所詮，ITC機能は都
市間の上空空間，宇宙空間を飛び交
う手段で担保されている。また，都
市内で，人間が快適で豊かな生活を
し，諸々の社会，経済活動を展開す
るうえで，人間はどんなに偉そうな

顔をしていても，所詮，生物体であ
る以上，食べて，飲んで，出すこと
で支えられる。都市内で消費する食
料や飲料水は，ひよっとすれば，地
区外から運び入れることも可能だ。
問題は，出すことへの対処だ。ここ
でも，固形廃棄物のゴミであれば，
陸送で都市外へ搬出もできる。が。
液状廃棄物である大量の下水はおい
それと都市外に放出できない。だか
らこそ，都市内で発生する下水の処
置はその都市内で対応するしかない。
逆に言えば，都市が存続する限り，
下水道も存続し続けなければならな
いこととなる。
　都市の寿命は想像を超える永さだ。
モヘンジョダロやクレタ，ポンペイ
のように，都市の寿命が尽きてば，
当時の下水道は立派な遺跡となる。
しかし，「第三の男」でのウィーンの
下水道や「ジャンバルジャン」での
パリの下水道は，17，8世紀からの
ものと言われるが，今日なお下水道
として働き続け，観光名所とはなっ
ても遺跡とはなっていない。そんな
事例は，日本にも立派に残っている。
太閤秀吉の晩年，大阪城築造に併せ
た街並み造成として，1598年，船場
地区に築造された「背割り排水」は，
今日なお大阪市下水道施設の一部と
して“現役”だ。時代は違うが，明

治17年（1884年），東京の神田下水
もしかりだ。しかし，これらは一例
にしか過ぎない。
　私たちの先輩陣がここまで築き上
げてきた下水道施設，約2,200個所
の処理場と約46万kmに及ぶ管渠は，
言わば“鉄とコンクリート”の集合
体だ。所詮，これらの物理構造体の
寿命は千年に及ぶ都市の寿命とは，
一桁，二桁の格差がある。ましてや，
腐食性の高い生の下水を抱える管路
はもちろん，処理場にしても，通常
の地上構造物と比べれば，相当劣悪
な環境下に身を置かれている。そん
な脆弱な下水道基盤が千年寿命の都
市を下から支えようとすれば，余力
を残した時期に，適時，次の担い手
選手に交代し続けなければならない。
人気を集める駅伝でも，途中で倒れ
てしまったら走者からは，次の区間
に準備していた走者に大事なタスキ
は渡らない。大事な下水道機能のタ
スキが次世代に渡らなければ，上に
載る都市は瀕死状態に陥るはずだ。
　日本の大都市，先進都市における
下水道再構築事業は，遠い将来の課
題ではなく，現下の課題と認識すべ
きだ。これは決して脅しではない。
具体論へ，話はさらに続けよう。
	 〈編集委員長　石川和秀〉
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